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1　はじめに 

　１）感染症法２類、３類、４類以外のウイルス

感染症の原因ウイルスを調査し、医療現場の治療、

予防対策に役立てるため呼吸器、消化器疾患のウ

イルス感染症の原因ウイルスを調べるため調査し

た。 

　２）稀少感染症などの発生に対応するため、新

しい技術、検査法の確立を計り感染症の危機管理

をする。 

 

2　調査方法 

　１）調査期間　　平成13年度（平成12年度から

平成16年度まで継続） 

　２）材料と方法　 

　（１）検査定点９医療機関から受け入れた1800

　検体について調査した。 

　（２）方法　 

　　・FL、RD-18S、Veroの３種類の細胞を使用

　しウイルス分離を行った。 

　・アデノウイルス、ロタウイルス市販キットお

　よび、ＰＣＲ法を用いてウイルスの検出を行っ

　た。 

 

3　結果および考察 

　検体受け入れ状況を表１に示す。 

　１）疾病別検体採取状況（表１） 

　　疾病別検体数は、多い順に咽頭炎592件、不

　明275件、気管支炎257件、肺炎235件、などで

　あった。 

　２）疾病別および月別ウイルス分離状況 

　（表２，３） 

　（１）アデノウイルス 

　　アデノ１、２、３、５、40/41型ウイルスが

　検出された。このうちアデノ３型ウイルスは３

　～４年周期で流行を繰り返し、本年は流行年で

　あった。その流行を反映して、咽頭炎、扁桃炎、

　腸重積などから検出された。ウイルスが検出さ

　れた患者29人の年齢層は２～５才（55,2％）、

　６～10才（34,5％）で幼児から学童まで幅広い

　年齢層で流行した。東部地区を中心とし、年間

　を通して検出された。（表４） 

　（２）エンテロウイルス 

　　コクサッキーＡ９型、コクサッキーＢ３型、

　コクサッキーＢ４型、エコー11型ウイルスが扁

　桃炎、咽頭炎、などから検出された。コクサッ

　キーＢ３型ウイルスは東部、西部地区で、コク

　サッキーＢ４型ウイルスは中部地区のみで検出

　された。 

　　また、エコー11型ウイルスは中部、西部地区

　で検出された。コクサッキーＢ４型ウイルスと

　エコー11型ウイルスは９月から12月まで非流行

　期に検出された。 

　　このように近年、エンテロウイルスの流行形

　態に変化がみられている。 

（３）海外旅行後のＱ熱発症例 

　　患者は60代男性でオーストラリア、ニュージ

　ーランドで牧場視察（９月７日～16日） 

　9月１７日帰国後、10月１日、発病（全身倦怠、

　筋肉痛、関節痛）10月３日、肝機能異常、単球

　増加、血小板減少、発熱38.5℃ 

 

4　まとめ 

　１）エンテロウイルス、アデノウイルス、イン

　　フルエンザウイルスなどの大流行はみられな

　　かった。アデノ３型ウイルスの４年ぶりの小

　　流行がみられた。幼児から学童までの幅広い

　　年齢層で流行し、東部地区を中心として流行

　　した。 

　２）エンテロウイルスの流行時期の変化につい

　　て、暖房など生活環境の変化、少子化による

　　ウイルス伝播速度、温暖化の影響なのか今後 
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　　も動向をみていく必要がある。 

　３）海外帰りのＱ熱の発生例は、我が国では２

　例目で希な症例であった。重症度とＰＣＲ結果

　と関連性があると考えられる。今回の症例は軽

　症で慢性移行もみられなかった。感染経路とし

　て牧場の塵埃を吸入し呼吸器から感染したと考

　えられた。 
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